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東京外国語大学博士後期課程学生、 

出雲市で多文化共生をテーマにスタディツアーを実施 
 

東京外国語大学（東京都府中市、学長：春名 展生）は、2025年 9月 5日（金）から 9月 7日

（日）にかけて、博士後期課程の学生 5名によるスタディツアーを島根県出雲市にて実施いた

します。本ツアーは、「多文化共創イノベーションリーダー育成プログラム」の一環として行わ

れるもので、自治体や教育機関、地域団体との越境的な学びを通じて、研究力と社会的インパ

クトを結びつける力の育成を目的としています。取材・報道をご希望の方は、下記までお問い

合わせください。 

◆スタディツアー実施の背景と目的 

・ 東京外国語大学は、2024年 12月に島根県出雲市と文化、教育、国際交流、地域活性化等の分

野において相互に協力・連携することにより、将来を担う人材の育成及び地域社会の発展に

寄与することを目的に、包括連携協定を締結しました。 

・ 東京外国語大学の博士後期課程の学生を対象とした、研究力と社会的実践力を融合させる先

進的な育成支援制度「多文化共創イノベーションリーダー育成プログラム（MIRAI）」の一環

として実施します。 

・ 自治体や現地小学校で行われている日本語教育などの現場に出向く越境学習により、多様な

視点・問題意識を理解し、研究力と社会的インパクトとを関連される能力を養います。 

◆出雲市での実施背景 

近年、外国人住民の増加が顕著な出雲市では、多様な人々が互いに支え合いながら生活を営んで

います。今後、人口減少と外国人住民のさらなる増加が見込まれる中、地域社会が直面する課題は

一層複雑化しています。 

本学の博士後期課程に在籍する若手研究者は、高い外国語運用能力と異文化理解力を活かし、出

雲市の現場に入り、地域の声に耳を傾けながら、出雲特有の文化的背景を理解し、未来に向けた新

たな共生のかたちを模索します。 

◆活動概要 

スタディツアー期間中、参加学生は地域住民や企業、市民団体との意見交換を通じて、出雲地域にお

ける多文化共生の実態を調査します。主な活動は以下の通りです： 

日時 活動内容 

９月５日（金）午後 市内小学校訪問、市長表敬訪問 

９月６日（土）午前 企業との意見交換 

９月６日（土）午後 企業との意見交換、日本語教室視察、地域住民との意見交換 

９月７日（日）終日 「みんなのひろばニジイロ！」（主催：こどもサポートプロジェクト） 
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TEL：042-330-5151 FAX：042-330-5140 E-mail：koho@tufs.ac.jp 
 


